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平成１３年度琉球大学大学院入学試験

理工学研究科物質地球科学専攻

専門科目

（物理系）

注意

１． す べ て の 解 答 用 紙 に 受 験 番 号 を 書 く こ と。

２． 閉 題 ご と に 別 々 の 解 答 用 紙 を 用 い る こ と。

３． 解答 用 紙が 足り な い場合 は 監督官 に 要求 する こと。



□ 図 のよう に質 量 〃， 半径 １， 長さ ・ の 一様 な円 柱剛 体が 傾 き １ の粗 い 斜 面
を原 点 ０ か ら初 速度 γ ＝Ｏ で滑 ることなく 転が り始 めた。 こ のと き剛 体 は斜

面 から摩 擦力 ｒ，
垂 直抗力 亙 を受け る。 重力 の加 速度 を ｇ， 回 転 軸の周 りの

慣 性モ ーメ ン トを １二 〃α
２／２ と し

，
座標軸 と して斜面 下方向 を ” 軌 面 に垂

直方 向 を リ 軸 にと り， 以 下の各 間い に答え よ。 （１ｏＯ 点）

間１ 原 点 ０ か ら転 がり 始 めて ｛ 秒後 の重 心 Ｇ の 座標 を （Ｘ
，
γ） と し， 回転 軸 の 周

り の 角 速 度 を ω と す る。

（１） 円柱 剛 体の重 心 Ｇ の ” 軸方 向と μ 軸 方向の 運動 方 程 式を 書 け。

（２） 円柱 剛体 の回 転の 運動 方程 式を書 け。

（３） 重心 遠度 γ と ω の 間に は ｙ ＝αω の関係 が あるが そ の理 由 を説 明 せよ
。

（４） 原 点 ０ か ら転 がり 始め てか ら｛ 秒後 の重 心 速度 γ を ｇ， θ， ｛ を用 いて

表 せ。

間２ 転 がり 始 めて から円 柱剛 体 は原点 Ｏ から Ｚ だ け離れ た Ｐ 点 に 達 した。

（１） 原 点 ０ を 基準 にすると Ｐ 点での 円柱 剛体 の位 置エ ネル ギー は いく ら か。

（２）Ｐ 点 での 円柱 剛体 の並進 運動エ ネル ギー は いく らか。

（３）Ｐ 点 での 円柱 剛体 の回 転のエネ ル ギー は並進 運動 エネ ル ギー の 何倍 か。

（４） 原点 ０ とＰ 点 でエ ネノレギー を比較 して， エネノレギー 保存 則 が成 り 立 っ か

どう か を説明 せよ。
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回 以下の各間いに答え１。
（１００ 点）

間 １ 真空 中 （誘電 率εｏ） に 半径ｏの 導体 球が ある。 その 導 体球に 遠 方か ら少 しず っ

正電 荷 を運 び帯 電さ せ，総 電 気量 ρ に した。

（１） 導 体球 の 中心 から 距離７ （α＜７） に お ける電 場を ガウ スの 法則 より 求 めよ。

（２） 距 離γ （α＜７） にお ける電 位を 定義 より 求めよ。

（３） この 導 体球の 電 気容 量Ｃ を 求めよ。

（４） 導体 球の 電荷 をゼ ロ から ρ に するの に必 要な エネ ル ギー を求 めよ。 こ のエ ネル

ギー は静 電エネ ル ギー である。

（５） 導 体球 の周 りを 囲む 空間 にでき て いる 電場の 全エ ネル ギー は，（４）で求 め たエネ ル

ギ ーに 等 しいこ とを 示 せ。 た だ し
，電 場 亙 での エネ ル ギー密 度 は

⊥
ε。

万・で ある。
２

問 ２ 半 径４の 円形 断面 を もつ無 限に長 い 導線 に一様 な電 流１が 流れ て いる。

（１） 導 線内 の 中心 から 距離７ （Ｏ＜７＜４） にお ける 磁場 を求 めよ。

（２） 導線 内の 中 心か ら距 離７ （４＜ｒ） に おけ る磁 場を 求め よ。

（３） 導 線の 単位 長 さ （電流 の流 れて いる 方向の 単位 長 さ） と，領 域４〈γ〈 Ｒ に囲 ま

れ た 空間 に存 在す る磁 場エ ネル ギー を求 めよ。 た だ し，磁 場 Ｈ で のエネ ル ギー 密度
１

は 一 μｏ
∬２ （μｏ

は 透 磁 率） で あ る。２



皿 以 下の 各間 いに答 えよ。 （１００点）

間１ 時刻｛に お ける 実ポテ ンシャル γ（”，
ｆ） のも と で”軸 上を 運動 する 質 量 ｍ の 粒 子が

あ る。 そ の 波 動 関 数 を ψ（”，ｆ）
と す る。

（・ 小 ・（ 州 ψ （１ ・・）の物理的意味を述べよ。 ただし， １ ・・であ１，
ψ“（”，±） は ψ（”，ｆ） の 複 素 共 役 で あ る

？

（２） ψ（”，
士）の満 たす（時間に 依存 する）シュ レーディ ンガー方 程式 を書 け。

（３）ρ（”，士）＝１ψ（犯，｛）１
２が次 の連 続の 方程 式を満た すこ とを 示せ。

∂ρ（π，士） ∂ゴ（・，±）十 ＝０
∂オ ∂”

こ こ で
，

州 一缶［榊）
∂ψ１芸

オＬ 仏１）
∂ψ妾・ｆ）１

（４） 次 の関係 式 が成 立する こと を示せ。

差∫㌦（ψ 一 州 一１（へ１）

（５） 上記（４）の 関係 式を もとに して， ゴ（”，オ）の物 理的 意味 を述 べよ。

間 ２ あ を 位 置 演 算 子， φ を 運 動 量 演 算 子 と す る。 ま た
，

λ ＝ £＿α，
后 ＝φ＿６ と お く。 た

だ し， α，
６はそ れぞれ 金，φの 平均 値 （期 待値） である。 演算子 λ

，
后 はエ ルミ ー ト

で あ る。 す な わ ち， 任 意 の 波 動 関 数 ψ（”，
亡），φ（犯，｛）

に 対 し て

£ 榊）λφ（ψ 一£（λψ（・州 ψ
を 満 た す。 Ｂ も 同 様 の 式 を 満 た す。

（１） 垂 ＝ ”， φ ＝ 一肪∂／∂” と お い て， ［あ，創 … 幼 一 紬 を 求 め よ。

（２） μ，
Ｂ］を 求め よ。

（３） エル ミー ト演算 子 の固 有値お よび固 有関 数の性 質 を書 け。

（４） 規格 化さ れた波 動関 数を ψ（”，｛）とす る。 演算子 λ と 后 がエ ルミ ー トであ るこ
と を用 い て， 実数 値関数（３は 実変 数）

∫（・）一 £ 榊 ）（λ一 曲 （λ・１・后）ψ（・，１）あ・

は 常に 零以 上 である こと を示せ （必 要な らφ ＝（λ十｛３后）ψ と おけ）。 た だ し
，

α，６ は そ れ ぞ れ ψ（”，ｆ） に お け る 垂，φ の 平均 値 で あ る。

（５） ∫（５）の判 別 式か ら金とφの 不確 定性関係 △”△ρ≧あ／２ を求 めよ。 た だ し，

（・・）２一 £ 州 λ２ψ（・，ｆ）あ・ （・ρ）２一 £ 榊 ）后・ψ（ ψ

で あ る。

（６） 不確 定性 関係 △π△ρ≧充／２の 物理的 意味 を述 べよ。



，
） ）

呵 本間で取扱１体系の圧力を、体 鮒 温度を。 一ントロピーを 帥 部エネ ル ギー を 刀
，ヘル ムホ ルツの自 由エネ ル ギー を 亙 とす る。 この とき

，以 下

の 各 問 い に 答 え よ。
（１００ 点）

問１（１） 定積比 熱 が常 に正 であ る こと から， 内部 エネ ル ギー の 減少 に伴 って 系の 温度 ■

が 降 下 す る こ と を 示 せ。

（２） 熱 効率 が１００％である よう な完 全な熱機 関は 存在 しな い。 こ れ はなぜ か。

（３） 統 計力 学にお ける 等重 率の原 理を述 べよ。

間 ２（１） 準 静的過 程に 対す る熱力 学の 基本法則 に より， 亙 の 全微分 形 式は

ｄ万 ＝ 一ρｄγ 十 Ｔｄ３

で 与え られる。 こ のとき， ハ の全微 分形 式が

ｄ亙 ＝ 一ρｄｙ － ８ｄＴ

で あ る こ と を 示 し， マ ク ス ウ ェ ル の 関 係 式 を 導 け。 た だ し， 亙 ＝ 〃 ＿ Ｔ８ で

あ る
。

（２） 等 温等積 の不 可逆過 程の 場合
， 系の Ｅ は どの よう に 変化する か説 明せ よ。

間３ カノ ニカ ル分布 に従う系 を考え る。 この 系が状 態ゴの 微視的 状態 に出現す る確

率 乃 はρゴ＝ｅｘｐ（一β場）μ で与 えられ る。 ここ で， 易 は状態ゴのエ ネ ルギー で

あ り・ β は んＢ を ボ ル ツ マ ン 定 数 と し て， ρ ＝ １／（ゐＢＴ） で 与 え ら れ る。 ま た， こ

の 系 の ア と 分 配 関 数 ■ と の 間 に， ＿β亙 ＝１ｏｇＺ が 成 立 す る。

（１）Ｚ ＝・Σｊｅｘｐ（二
β亙ｊ） を 示 せ。

（２）亙 ＝ ＿晶１ｏｇ４ を示せ。

（・）あ る 気 体の 分 配関 数を 計 算 した とこ ろ・ ・ 一 γｗ
（・πｍκ・・）

響
／（ 舳 ３ｗ） で

あ っ た。 こ こ で，１Ｖ は 分 子 数
， ｍ は 質 量

，
ん は プ ラ ンク 定 数 を そ れ ぞ れ 表 す。 こ

の 気 体 のρ，亙
，

８ を そ れ ぞ れ 求 め よ
。



耳成１２午９同５日

（・δ００午）

耐 ｒ』一・ ∩ 此 出 ｔ』 帖 ＿』 脾 ＿」 甘 蛤 １ 脾 曽小 跳
■】 肌 ⊥ ｏ 』一ド 及 〃Ｉ０ 休 ノ＼ 十 ノ㌧＝Ｆ 眈 ノ＼＝Ｆ同｛ 眺

理工学研究科物質錨球科学専攻

英語間題 （物理系）

注意

１． す べて の解 答用 紙 に受 験番 号を 書く こと。

２． 解 答用 紙が 足り な い場 合 は藍督 官 に要 求す るこ と。

［１］ 次 の 英文 を目 本」文 に訳 せ。 解 答 は文 頭の 番 号で 区別 して書 け。 （２ ４－１気）

（１） Ｔｈｅ Ｏｋ１ｎａｗａ Ｐｒｅ免ｃｔｕｒａ１ Ｃｏｖｅｍ ｍｅｎｔ （０ＰＧ） ｔｏｏｋ ｓｏｍｅ ｓａｔｉｓ由ｃｔｉｏｎ 舟ｏｍ ｔｈｅ 危ｃｔ ｔｈａｔ ｔｈｅ

ｉｓｓｕｅ ｏｆｔｈｅ １５－ｙｅａｒｔｉｍ ｅ １ｉｍｉｔ ｏｎ ｍｉｌｉｔａワ ｕｓｅ ｏｆｔｈｅ ｐｒｏｐｏｓｅｄ ｒｅｐｌａｃｅｍ ｅｎｔ ｆｏｒ Ｆｕｔｅｎ ｍ ａ ａｉｒ ｓｔａｔｉｏｎ

ｗａｓ ｏｎ ｔｈｅ ｔａｂｌｅ ａｔｔｈｅ ｍ ｅｅｔｉｎｇ ｂｅｔｗｅ ㎝ Ｐｒｉｍｅ Ｍｉｎ１ｓｔｅｒ Ｍ ｏｒｉ ａｎｄ Ｐｒｅｓｉｄｅｎｔ Ｃｌｉｎｔｏｎ ｏｎ Ｊｕ１ｙ ２２
．

（２） Ｗ ｈｉ１ｅ ｔｈｅｒｅ ｗａｓ ｎｏ ｓｕｂｓｔ ㎝ｔｉｖｅ ｐｒｏｇｒｅｓｓ ｏｎ ｔｈｅ ｔｏｐｉｃ
，

ａｎｄ ｐｒｏｓｐｅｃｔｓ ｆｏｒ ａｎｙ ｓｃａ１ｉｎｇ ｄｏ ㎜ ｏｆ

ｔｈｅ Ａ ｍ ｅｒｉｃ ㎜ ｐｒｅｓｅｎｃｅ ｒｅ ｍａｉｎ ｒｅ ｍｏｔｅ
，

ｔｈｅ Ｏ ＰＧ ｗ ｍ ｃｏｎｔｉｎｕｅ ｔｏ ａｓｋ Ｔｏ ㎏ ｏ ｔｏ ｔａｋｅ ａ ｆｉｒｍ ｓｔａｎｃｅ

ｉｎ ｎｅｇＯｔヨａｔｉＯｎＳ．

（３） Ｓｐｅａｋｉｎｇｉｎ ｆｒｏ口ｔ ｏｆｈｉｓ ｏ冊 ｃｉａｌ Ｎａｈａ ｒｅｓｉｄｅｎ㏄ ｏｎ ｔｈｅ ａ丹ｅｍｏｏｎ ｏｆＪｕ１ｙ ２２
，

Ｇ０ＹｅｍｏｒＩｎａｍｉｎｅ

ｓａｉｄ ｉｎ ｒｅｐ１ｙ ｔｏ ｑｕｅｓｔｉｏｎｓ ｆｒｏ ｍ ｔｈｅ ｐｒｅｓｓ
，

ｌＩＩ ｂｅｌｉｅｖｅ ｔｈａｔ ｔｈｅ ｉｓｓｕｅ ｏｆ ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ ｗｉｌｌ ｂｅ ｕｐ
ｆｏｒ

ｆ 耐 ｈｅｒ ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ ｂｅｔｗｅｅｎ Ｗ ａｓｈｉｎｇｔ ㎝ ａｎｄ Ｔｏｋｙｏ．
１１

（４） Ｔｈｅ Ｏ ＰＧ ｃｏｎｓｉｄｅｒｓ ｔｈｅ ｍ ｅｅｔｉｎｇ ｔｏ ｈａｖｅ ｇｉｖｅｎ ａ ｂｏｏｓｔ ｔｏ ｔｈｅ ｓｅａｒｃｈ 此ｒ ａ ｓｏ１ｕｔｉｏｎ ｔｏ ｔｈｅ

ｐｒｏｂｌｅ ｍ， ａｓ，
三ｎ ｔｈｅ ｗｏｒｄｓ ｏｆ Ｓｅ１ｉｃｈ三 ０

ｙａｋａｗａ，
Ｃｈｉｅｆ ｏｆ ｔｈｅ Ｅｘｅｃｕｔｉｖｅ Ｏ 舖 ｃｅ ｏｆ ｔｈｅ Ｇｏｖｅｍ ｏｒ

，

ＩＩＴｈｅ ｉｓｓｕｅ ｗａｓ ｂｒｏｕｇｈｔ ｔｏ ｔｈｅ ｔｏｐ ｔａｂ１ｅ
，

ａｎｄ ｔｈａｔｉｓ ａ ｓｉｇｎ１ｆｉｃ ㎜ ｔ ｓｔｅｐ．
”

（Ｓｈｉｍｐｏ Ｗｅｅｋｌｙ Ｎｅｗｓ）

［２］ 次 の下線 を 引 いた 英文 を目 本 文に 訳せ。 解答 は 文頭 の番 号で 区別 して 書 け。（２ ４－１気）

（１） Ｔｈｅ ｎｅｃｅｓｓｌ ｆｏｒ ａ ｄｅ ａ吋ｕｒｅ 舟ｏ ｍ ｃ１ａｓｓ１ｃａ１ ｍ ｅｃｈａｍ ｃｓ １ｓ ｃｉｅａｒｌ ｓｈｏ ｗｎ ｂ ｅｘ ｅｒ１ｍｅｎｔａ１

ｒｅｓｕ１ｔｓ Ｉｎ ｔｈｅ 舟 ｓｔ ｐ
１ａｃｅ，

ｔｈｅ ｆｏｒｃｅｓ ｋｎｏｗｎ ｍ ｃｌａｓｓｌｃａ１ ｅ１ｅｃｔｒｏｄｙｎａｍｌｃｓ ａｒｅ ｍａｄｅｑｕａｔｅ ｆｏｒ ｔｈｅ

ｅｘｐ
ｌａｎａｔｉｏｎ ｏｆ ｔｈｅ 比 ｍ ａｒｋａｂ－ｅ ｓｔａｂｉｌｉ吋 ｏｆ ａｔｏ ｍｓ ａｎｄ ｍｏｌｅｃｕｌｅｓ

，
ｗｈｉｃｈ ｉｓ ｎｅｃｅｓｓａワ ｉｎ ｏｒｄｅｒ ｔｈａｔ

ｍａｔｅｒｌａｌｓ ｍ ａｙ ｈａｖｅ ａｎｙ ｄｅ丘ｎ１ｔｅ ｐｈｙｓｌｃａｌ ｌ㎜ ｄ ｃｈｅｍｌｃａｌ ｐｒｏｐ 餉 １ｅｓ ａｔ ａＨ （２） Ｔｈｅ ｍｔｒｏｄｕｃｔｌｏｎ ｏｆ

ｎｅ ｗ ｈ ｏｔｈｅｔｉｃａ１ 此ｒｃｅｓ ｗｉｌ１ ｎｏｔ ｓａｖｅ ｔｈｅ ｓｉｔｕａｔｉｏｎ ｓｊｎｃｅ ｔｈｅｒｅ ｅｘｉｓｔ ｅｎｅｒａｌ ｒ１ｎｃｉ ｌｅｓ ｏｆ ｃｌａｓｓｉｃａｌ

ｍｅｃｈ ㎝ｉｃｓ ｈｏｌｄ１ｎ ｆｏｒ ａｌｌ ｋｉｎｄｓ ｏｆ 危 ｒｃｅｓ １ｅａｄ１ｎ ｔｏ ｒｅｓｕｌｔｓ ｍ ｄｉｒｅｃｔ ｄｉｓａ ｒｅｅｍ ｅｎｔ ｗｉｔｈ

ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ．

一 １ 一



）・

（３） Ｔｈｅ ｃｏｎｃｅ ｔｓ ｏｆ ｂｌ ａｎｄ ｓｍａ１ｌ ａｒｅ ｔｈｅｎ ｕｒｅｌ ｒｅ１ａｔｉｖｅ ａｎｄ ｒｅｆ；ｅｒｔｏ ｔｈｅ ｅｎｔ－ｅｎｅｓｓ ｏｆ ｏｕｒ ｍ ｅ ㎜ ｓ

ｏｆ ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ ａｓ ｗｅｌｌ ａｓ ｔｏ ｔｈｅ ｏｂ
ｌ
ｅｃｔ ｂｅ｛ｎ ｄｅｓｃｒｌｂｅｄ Ｉｎ ｏｒｄｅｒ ｔｏ ｇ１ｖｅ ａｎ ａｂｓｏ１ｕｔｅ ｍ ｅａｎｍ ｇ ｔｏ

ｓｌｚｅ
，

ｓｕｃｈ ａｓ １ｓ ｒｅｑｕ１ｒｅｄ ｆｏｒ ａｎｙ ｔｈｅｏｒｙ ｏｆ ｕ１ｔ１ｍ ａｔｅ ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ ｏｆ ｍ ａｔｔｅｒ
，

（４） ｗｅ ｈａｖｅ ｔｏ ａｓｓｕ ｍ ｅ

ｔｈａｔ ｔｈｅｒｅ ｉｓ ａ ｌ１ｍｉｔ ｔｏ ｔｈｅ ぷｎｅｎｅｓｓ ｏｆ ｏｕｒ ｏｗｅｒｓ ｏｆ ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ ａｎｄ ｔｈｅ ｓｍ ａＨｎｅｓｓ ｏｆ ｔｈｅ

ａｃｃｏ ｍ ａｎ １ｎ ｄｉｓｔｕｒｂａｎｃｅ － ａ ｌｉｍｉｔ ｗｈｉｃｈ ｛ｓ ｉｎｈｅｒｅｎｔ ｉｎ ｔｈｅ ｎａｔｕｒｅ ｏｆ ｔｈｉｎ ｓ ａｎｄ ｃａｎ ｎｅｖｅｒ ｂｅ

ｓｕｒ ａｓｓｅｄ ｂ ｛ｍ ｒｏｖｅｄ ｔｅｃｈｎｉ ｕｅ ｏｒｉｎｃｒｅａｓｅｄ ｓｋｉｌｌ ｏｎ ｔｈｅ ａ耐 ｏｆｔｈｅ ｏｂｓｅπ ｅｒ．

（
１’
ｔｈｅ ｎｅｅｄ 此ｒ ａ ｑｕａｎｔｕｍ ｔｈｅｏ 甘

” ｂｙ Ｐ
．
Ａ
．

Ｍ
．
Ｄｉｒａｃ）

［３］ 例 の よ う に、 各 質 間 文 に適 当 な 内 容 の英 語 で答 えよ。 答 え は文 頭 の番 号で 区別 し て

＝嵩；｝ナ。 （２ ０ 点）

例 ： １， Ｗ ｈｅｒｅｉｓ ｍｙ ｂｏｏｋ ？ （答 え） １．Ｉｔｉｓ ㎝ ｙｏｕｒ ｄｅｓｋ．

１
．

Ｈ ｏｗ ｆ１ａｒｉ５ ｉｔｔｏ ｙｏｕｒ ｈｏｕｓｅ ？

２
．

Ｙｏｕ ｕｓｕａＨｙ ｈａｖｅ ｌｕｎｃｈ ａｔ ｏｎｅ ｏ
ｌ
ｃｌｏｃｋ

，
ｄｏｎ

ｌ
ｔ ｙｏｕ ？

３
．

Ｗ ｈ
ｙ ａｒｅ ｙｏｕ １ａｕｇ

ｈｉｎｇ ？

４
．

Ｔｈｅｒｅ ｗ ａｓｎ
ｌｔ ａ ｍｅｓｓａｇｅ ｆｏｒ ｍ ｅ

，
ｗａｓ ｔｈｅｒｅ ？

５． Ｗ ｈｏｍ ｓｈａｌｌＩ ｇｉｖｅｔｈｉｓ ｂｏｏｋ ｔｏ ？

［４］ 次 の 日 本文 を英 文 に 訳 せ。 解 答 は 文頭 の 番 号 で 区別 して 書 け。 （３ ２ 点）

（１） こ の 報 告 菩 で私 はま ず 考 察系 中 で の粒一子間相 互 作用 ポテ ン シャ ル に つ いて’述 べ
、 そ

して 次 に熱 力 学の 基礎 法則 に 基づき 系 の 安定性 につ い て議 論す る。 粒 子間相 互作用 は引 力

部 分と 斥カ 部 分 から 成る。 前 者 は ＡＢ 理 論か ら得 られ、 後 者 は ＣＤ 理 論 にお ける 静 電気 的

な 斥 カ で あ る
。

（２） 土 曜 日０）夜 に 首 里 グラ ン ドキャ ッ ス ル で開 催 さ れた 大 歓 迎 会の ハイ ライ トはサ ミ ッ

ト の テ ー マ 泄１ ＩＩＮｅｖｅｒＥｎｄＩｌで あ っ た。 そ れ は 沖 縄 の ｐｏｐ 歌 手 安 室 奈 美 恵 に よ っ て 歌 わ れ た。

彼女 は 作１川家 の小 室 哲也 と一 緒 に出 てい た。

（３） 最近’国 際 交流 が 盛ん にな って きた。 外国 人と つき あう 際 に大切 な こ との 一っ は、 白 国

の 文化 のみ で なく相 手国０）文 化 にも 興味 を示す こ と である。

ｓｙｓｔｅｍ ｉｎ ｃｏｎｓｉｄｅｒａｔ１ｏｎ 考 察 系 ； ｐ 舳ｉｄｅ 粒 子 ； ｉｎｔｅｒ８ｃｔｉｏｎ 相 互 作 用 ；

ｔｈｅｒｍｏｄｙｎａｍｉｃｓ 熱 力 学 ； ａｔｔｒａｃｔｉｖｅ 引 カ の ； ｒｅｐｕｌｓｉｖｅ 斥 カ の ；

ｅｌｅｃｔｒｏｓｔａ１ｉｃ 静 電 気 的 な ； ｇａｌａｒｅｃｅｐｔｉ㎝ 大 歓 迎 会

一 ２ 一


